
すべての県民が良質で、安心・安全な医療を受ける
ための地域医療づくり

○組織の経営資源

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

委託業者
決定

募集 審査会
表彰式
作品集
作成

メッセージ
発信

コメント
とりまとめ

進捗把握 進捗把握

在宅医療
等推進協
議会

在宅医療
等推進協
議会
（ﾜｰｷﾝｸﾞ
部会）

在宅医療
等推進協
議会
（ﾜｰｷﾝｸﾞ
部会）

在宅医療
等推進協
議会
（ﾜｰｷﾝｸﾞ
部会）

在宅医療
等推進協
議会

啓発媒体
作成

貸与者募集

貸与決定
貸与開始

貸与者募集

貸与決定

各団体で
の検討

各団体の
交流会開
催

ネットワーク
形成の検
討

女性医師
交流会の
開催

女性医師
ネットワーク
の形成

計画欄

Ｈ２３目標値
（どれくらい）

予算額（人件費を含む）：
　　　　　　　５，１８５，２３９千円
人員：３０人

○県民へのメッセージ
県民ニーズ№１の「思い」に応え、安心して暮らせ
る滋賀づくりを目指します。

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
目標達成
への工程
（ほっと
シート）

目
標

課題
（何を）

具体施策
（何によって）

・在宅医療を推進するため、在宅療養を支援する医療資
源の整備、ネットワークの促進を行うとともに、在宅医療推
進協議会を開催し、啓発媒体等の検討整備を行う。

●在宅療養支援診療所
H22：76か所→H23：83か
所
●地域連携クリティカルパ
ス
H22：51件→H23：60件
●在宅療養支援センター
H23：試行システム開発
運用
●在宅医療推進協議会
開催
H23：啓発媒体作成

1
地域の医療福祉を守り
育てるための啓発

・県民から医師への「ありがとう」メッセージを募集し、過酷
な勤務環境の中、高い使命感を持って働く医師に発信す
るとともに、広く県民に広報する。

●応募件数
H23：200件以上

●院内助産所の新設
H23：1箇所

計画欄

診療所整備推進事業委託（３地
域医師会）
在宅療養支援ｾﾝﾀｰ試行システム
開発等(県医師会）

3
医師および看護職員の
確保

・医学生修学資金、臨床研修医研修資金、専門研修
医研修資金等の貸与を行う。
・医師会、病院協会、滋賀医大の各団体で女性医師支
援の仕組みを検討し、各団体連携による女性医師ネット
ワークを形成する。
・県内就業を免除要件とする看護職員修学資金等の貸
付、高校生向けの啓発冊子の作成・配布、新卒者を対
象とした合同就職説明会を開催する。

●修学資金等新規貸与
H23：20名
●女性医師ネットワーク
の立ち上げ
●看護師等養成所卒業
生の県内就業率
H23：70%以上(H21：
69.9％)

計画欄

2 在宅医療等の推進

○ 組 織 の 使 命

計画欄4
助産師外来・院内助
産所の開設

・産科を有する病院を対象に施設整備や、研修などの開
設準備に対して助成することにより、助産師外来・院内
助産所の開設を推進する。

平 成 ２ ３ 年 度 健 康 福 祉 部 医 務 薬 務 課 組 織 目 標

合同就職説明会

説明会
説明会

申請受付 看護職員修学資金等貸付

業者決定
高校生
等に配布

看護職キャリア支援ガイドブックの作成

対象施設募集

施設整備支援

研修等開設準備支援対象施設決定



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガイドブック
配布

ホームペー
ジ充実 フォーラム

事業評価

6
地域の医療福祉を守り
育てる取組の推進

・地域から医療福祉を考える懇話会・フォーラムの開催を
通じて、地域住民や地域の医療福祉関係者と話し合
い、地域が抱えている問題や課題を共有し、二次医療圏
域毎のビジョンの策定につなげていく。

●地域懇話会・フォーラ
ムへの参加職員延べ人
数
H23 : 60人

計画欄

地域懇話
会担当者
会議

地域懇話
会交流会

県全体
フォーラムの
開催

地域懇話
会交流会

圏域ビジョ
ン策定

計画欄

事業執行

事業検討 推進協議
会開催

推進協議
会開催

計画欄
計画案
策定

計画決定
基金積み
増し

事業執行
医療審議
会報告

薬剤師会
へ協力要
請

公的病院
へ採用リス
トの提供依
頼

公的病院
の採用リス
ト更新

8
地域医療再生計画の
推進

・既存の地域医療再生計画の計画的な執行に努めると
ともに、県域（三次医療圏）を対象とした新たな地域医療
再生計画を策定し、県内の地域医療課題の解決を図
る。

●既存計画の進捗率
H22：10%→H23：30%（※
H25：100%）
●新たな計画（三次医
療圏）の策定

計画欄

計画欄

計画欄

7 医療機関の近代化

・医療機関の整備計画に基づき、病棟等の整備に可能
な支援を行い、近代化整備を図る。
（公立高島総合病院、公立甲賀病院、長浜赤十字病
院の耐震化施設整備を支援）

●病床の近代化率
①公立高島総合病院：
100％
②公立甲賀病院：
46.5％
③長浜赤十字病院：
40％
※3病院の整備が完了す
るH24末：85.18％

9
後発医薬品の使用促
進

・後発医薬品の数量シェアを今後3年間で全国平均の
20％に引き上げるため、平成23年度は以下の事業を行
う。
①県内薬局における後発医薬品採用リストの作成検討
を滋賀県薬剤師会にも協力要請する。
②公的病院採用リストの更新を行うことにより県内のより
多くの病院の採用を促進する。

●後発医薬品の数量
シェア
H25に20.0%を目標
H23は18.5%

目
標

課題
（何を）

具体施策
（何によって）

Ｈ２３目標値
（どれくらい）

5
小児救急医療体制の
充実

・急病時における保護者の不安の解消等を図るため、小
児救急電話相談を実施する。
　（平成22年度）
　相談件数：13,012件　※翌日に受診：3,288件（25.3%）
・小児救急医療体制の確保・充実を図るため、医療ス
タッフおよび空床ベッドの確保を支援する。

●啓発事業
ガイドブック配布（14,800
部）、フォーラム開催（1
回）
●小児救急電話相談事
業　365日（夜間および休
日）
●小児救急医療支援事
業（全圏域で実施）

第4四半期
目標達成
への工程
（ほっと
シート）

第1四半期 第2四半期 第3四半期

随時、部会・委員会等の開催 随時、部会・委員会等の開催

H24.2竣工

(H24.10竣工)

(H24.8竣工)

①H22.7着工

②H22.11着工

③H23.3着工

小児救急電話相談事業の実施

小児救急医療支援（全圏域で実施）

地域懇話会・フォーラム開催・ビジョン検討（圏域）
〈保健・医療・福祉関係本庁職員の参加〉



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
課題
（何を）

具体施策
（何によって）

Ｈ２３目標値
（どれくらい）

第4四半期
目標達成
への工程
（ほっと
シート）

第1四半期 第2四半期 第3四半期

計画欄
1
2

県内で製造される医薬
品等の有効性・安全
性の確保および品質の
向上

・製薬企業等の技術者を対象とした講演会、研修会を
開催する。

●講演会、研修会の開
催
H23：18回、参加人数
1,000名

目
標

計画欄
1
0
第48回献血運動推進
全国大会の開催準備

・献血運動推進全国大会（滋賀大会）準備委員会の設
置と運営を行う。
・大会実行員会を設置し、啓発用ポスター・標語の募
集、出場者・アトラクションの決定、大会運営業者委託、
大会資料の作成を行う。

●開催準備
①大会案内の作成・発
送
②大会出場者・アトラク
ションの決定
③大会企画・宿泊・輸送
業者委託決定

計画欄

県教委に
協力要請

1
1
若年層献血の推進

・高校生向け対策：厚労省作成の冊子、啓発用DVD、
リーフレット等を用いて献血学習事業を実施する。
・大学生向け対策：該当献血時の啓発活動や血液セン
ターに近い大学の献血受付窓口での献血協力要請や大
学から血液センターへの送迎サービスの充実により大学生
献血者の確保に努める。

●高校生献血学習事業
H22年度：24校→H23：
27校
●大学献血送迎サービ
ス
H22年度：延べ201日→
H23：延べ300日

大学献血送迎サービス 大学献血送迎サービス

高校献血学習の実施

標語・ポスター募集 審査・表彰

委員・幹事
就任依頼

イベント等
業者選定 幹事会開催出場者内定実行委員会

設立

設立準備
幹事会
開催

薬事初任者研修会（１回）、微生物初任者研修会（２回）、機器分析初任者研修会（５回）、製薬技術講演会（１０回）の開
催


